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2. 工学部 地球工学科 配当科目 






































3. 工学部 工業化学科 配当科目 





















































































































英 名：Study on Separate Collection of End-of-Life Vehicle (ELV) Components during Dismantling 




英 名：A Characterization of Asbestos Fibers and Dusts Emissions from Impacted Asbestos Panels 
Focusing on Wetting Methods 
 
執筆者：加藤 睦史 
























英 名：Estimation of PCB Emissions by Sources in Japan  －Regression Analysis Based on 
Homologue Profile and Geographic Distribution－ 
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表 1 センター見学及び実習利用状況 
 
平成 27 年度 
4 月 8,30 日 農学部 森林科学科 3 回生 50 名 
4 月 9 日 農学部 食品生物科学科 3 回生 41 名 
4 月 10 日 農学部 応用生命科学科 3 回生 51 名 
4 月 15,16,21 日,6 月 5,16 日 工学部 工業化学科 3 回生 248 名 
5 月 12 日 医学部 講義 G 4 回生 17 名 
5 月 15 日 第 13 回資源リサイクルと材料科学に関する 
日韓国際シンポジウムテクニカルツアー 参加者 40 名 
6 月 9 日 薬学部 1 回生 30 名 
6 月 15 日 理学部 化学科 ― 7 名 
7 月 3 日 医学部 人間健康科学科 検査技術科学専攻 3 回生 46 名 
11 月 6 日 農学部 資源生物化学科 2 回生 92 名 
2 月 22 日 (独)国際協力機構 兵庫国際センター（JICA） 研修員 7 名 
 
平成 26 年度 
4 月 9 日 農学部 食品生物科学科 3 回生 36 名 
4 月 10,15,16,17 日,6 月 5 日 工学部 工業化学科 3 回生 254 名 
4 月 11 日 農学部 応用生命科学科 3 回生 50 名 
4 月 18 日,5 月 7 日 農学部 森林科学科 3 回生 40 名 
5 月 12 日 医学部 講義 G 4 回生 16 名 
6 月 16 日 理学部 化学科 ― 8 名 
6 月 27 日 医学部 人間健康科学科 検査技術科学専攻 3 回生 37 名 
10 月 3 日 (独)国際協力機構 兵庫国際センター（JICA) 研修員 11 名 
11 月 7 日 農学部 資源生物化学科 2 回生 88 名 






 KMS 指導員候補者のための第 33 回講習会が平成 26 年 6 月 25 日に、第 34 回講習会が平成 27 年 6 月 17










表 1 第 33 回,第 34 回 KMS 指導員講習会の 
指導員認定者数 
 
第 33 回 KMS 指導員講習会 
（平成 26 年 6 月 25 日） 
講習申込者数 56 名 
受 験 者 数 48 名 
認 定 者 数 45 名 
 
第 34 回 KMS 指導員講習会 
（平成 27 年 6 月 17 日） 
講習申込者数 58 名 
受 験 者 数 53 名 
認 定 者 数 52 名 
 
表 2 KMS 指導員認定者数 
平成 27 年 7 月現在 
生態学研究センター 4 名 
生命科学研究科 22 名 
低温物質科学研究センター 6 名 
理学研究科 51 名 
医学研究科 33 名 
放射線生物研究センター 1 名 
医学部附属病院 97 名 
iPS 細胞研究所 9 名 
医学研究科(人間健康科学系専攻)  8 名 
ウイルス研究所  17 名 
再生医科学研究所 10 名 
薬学研究科 22 名 
エネルギー科学研究科 27 名 
工学研究科 157 名 
情報学研究科 3 名 
地球環境学堂 13 名 
農学研究科 89 名 
フィールド科学教育研究センター 13 名 
国際高等教育院 4 名 
人間・環境学研究科 13 名 
エネルギー理工学研究所 4 名 
化学研究所 31 名 
生存圏研究所 7 名 
防災研究所 2 名 
物質－細胞統合システム拠点 21 名 
アジア・アフリカ地域研究研究科 2 名 
学際融合教育研究推進センター 12 名 
環境科学センター 1 名 
原子炉実験所 5 名 
産官学連携本部 2 名 
総合博物館 3 名 
放射性同位元素総合センター 6 名 
霊長類研究所 7 名 
合   計 702 名 
－ 70 －
2. 廃液情報管理指導員講習会 
廃液情報管理指導員のための第 7 回講習会が平成 26 年 11 月 13 日に、 第 8 回講習会が平成 27 年 11 月 5
日に開催され、表 3 のとおり、廃液情報管理指導員が認定されました。 






表 3 第 7 回および、第 8 回廃液・廃棄物指導員 
講習会の指導員認定者数 
 
第 7 回廃液・廃棄物指導員講習会の 
指導員認定者数 
（平成 26 年 11 月 13 日） 
講習申込者数 84 名 
受 講 者 数 78 名 
認 定 者 数 73 名 
 
 
第 8 回廃液・廃棄物指導員講習会の 
指導員認定者数 
（平成 27 年 11 月 5 日） 
講習申込者数 66 名 
受 講 者 数 55 名 
認 定 者 数 54 名 
 
表 4 廃液・廃棄物情報管理指導員認定者数 
 
平成 27 年 12 月現在 
生態学研究センター 6 名 
生命科学研究科 22 名 
低温物質科学研究センター 6 名 
理学研究科 42 名 
医学研究科 42 名 
放射線生物研究センター 1 名 
医学部付属病院 74 名 
iPS 細胞研究所 11 名 
医学研究科（人間健康科学系専攻） 10 名 
ウイルス研究所 22 名 
再生医科学研究所 19 名 
薬学研究科 22 名 
エネルギー科学研究科 16 名 
工学研究科 94 名 
情報学研究科 2 名 
地球環境学堂 8 名 
農学研究科 60 名 
フィールド科学教育研究センター 5 名 
国際高等教育院 3 名 
人間・環境学研究科 14 名 
宇治地区事務部 1 名 
エネルギー理工学研究所 3 名 
化学研究所 19 名 
生存圏研究所 4 名 
物質－細胞統合システム拠点 39 名 
アジア・アフリカ地域研究研究科 3 名 
学際融合教育研究推進センター 8 名 
環境科学センター 1 名 
教育学研究科 3 名 
原子炉実験所 6 名 
産官学連携本部 7 名 
総合博物館 3 名 
放射性同位元素総合センター 4 名 
野生動物研究センター 1 名 
霊長類研究所 4 名 
合   計 585 名 
 
－ 71 －
